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再
雇
用
を
義
務
づ
け
た
高
年
齢
者
雇
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
三
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
案
」
は
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的
引
き
上
げ
に

よ
り
、
定
年
後
に
無
給
、
無
年
金
の
人
が
発
生
す
る
の
を
防
ぐ
反
面
、
経
済
界
か
ら
は
、
一
律
に
希
望
者
全
員
を
六
十
五
歳
ま

で
再
雇
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
れ
ば
人
件
費
が
膨
ら
み
、
職
場
の
士
気
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
反
発
が
出
て
い
る
。

政
権
交
代
以
降
に
お
け
る
民
主
党
政
権
の
経
済
対
策
全
般
に
対
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
の
欠
如
し
た
対
応
、
そ
し
て
「
子
ど
も
手

当
」
「
高
速
道
路
無
料
化
」
「
戸
別
所
得
補
償
」
「
高
校
無
償
化
」
な
ど
の
理
念
な
き
バ
ラ
撒
き
政
策
が
行
わ
れ
て
き
た
た

め
、
我
が
国
の
経
済
状
況
、
特
に
雇
用
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
。
な
か
ん
ず
く
雇
用
規
制
に
よ
り
、
国
内
雇
用
の
維
持

が
さ
ら
に
困
難
と
な
る
た
め
、
若
年
者
へ
の
し
わ
寄
せ
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
す
る
声
が
あ
る
。

現
行
規
定
で
あ
る
企
業
が
再
雇
用
対
象
者
を
社
内
基
準
に
沿
っ
て
選
ぶ
自
由
領
域
は
残
し
、
対
象
者
の
健
康
状
態
、
勤
労
意

欲
、
人
事
考
課
な
ど
精
査
し
た
上
、
熟
練
社
員
の
技
術
に
見
合
っ
た
役
職
を
新
設
す
る
な
ど
の
多
様
で
弾
力
的
な
雇
用
体
制
づ

く
り
が
必
要
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

全
国
の
従
業
員
三
十
一
人
以
上
の
民
間
企
業
に
お
け
る
最
新
の
高
年
齢
者
実
雇
用
率
は
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

一



た
、
定
年
の
引
き
上
げ
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
、
そ
の
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
、
さ
ら
に
都
道
府
県

毎
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

二

一
に
関
連
し
、
最
新
の
実
雇
用
率
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解

如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
全
国
の
希
望
者
全
員
が
六
十
五
歳
を
過
ぎ
て
も
働
け
る
企
業
の
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
、
さ
ら

に
都
道
府
県
毎
で
は
そ
れ
ぞ
れ
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

四

一
〜
三
に
関
連
し
、
希
望
者
全
員
で
は
な
い
も
の
の
、
定
年
の
廃
止
や
引
き
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
な
ど
、
何
ら

か
の
措
置
で
七
十
歳
ま
で
働
け
る
企
業
の
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
、
さ
ら
に
都
道
府
県
毎
で
は
そ
れ
ぞ
れ
何
％
に
な
っ
て

い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
最
新
の
定
年
到
達
者
の
継
続
雇
用
を
し
た
人
数
と
割
合
、
さ
ら
に
都
道
府
県
毎
で
は
そ
れ
ぞ
れ
何
％

に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

六

公
的
機
関
全
体
の
高
年
齢
者
実
雇
用
率
に
お
い
て
、
最
新
の
実
雇
用
率
は
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
定
年
の
引

き
上
げ
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
公
的
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
、
さ
ら
に
都
道
府
県
毎
で
は
、

二



そ
れ
ぞ
れ
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

七

六
に
関
連
し
、
最
新
の
実
雇
用
率
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解

如
何
。

八

独
立
行
政
法
人
に
お
け
る
最
新
の
高
年
齢
者
実
雇
用
率
は
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

九

八
に
関
連
し
、
最
新
の
実
雇
用
率
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解

如
何
。

十

三
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
改
正
案
」
は
、
経
済
界
か
ら
、
一
律
に
希
望
者
全
員
を
六
十
五

歳
ま
で
再
雇
用
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
れ
ば
人
件
費
が
膨
ら
み
、
仕
事
に
手
を
抜
い
て
も
再
雇
用
さ
れ
る
と
い
う
職
場
の
士

気
低
下
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
反
発
が
出
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

十
一

十
に
関
連
し
、
雇
用
規
制
に
よ
り
、
国
内
雇
用
の
維
持
が
さ
ら
に
困
難
と
な
る
た
め
、
若
年
者
へ
の
し
わ
寄
せ
が
生
じ

る
の
で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

十
二

十
及
び
十
一
に
関
連
し
、
現
行
規
定
で
あ
る
企
業
が
再
雇
用
対
象
者
を
社
内
基
準
に
沿
っ
て
選
ぶ
自
由
領
域
は
残
し
、

対
象
者
の
健
康
状
態
、
勤
労
意
欲
、
人
事
考
課
な
ど
精
査
し
た
上
、
熟
練
社
員
の
技
術
に
見
合
っ
た
役
職
を
新
設
す
る
な
ど

三



の
多
様
で
弾
力
的
な
雇
用
体
制
づ
く
り
が
必
要
と
考
え
る
が
、
野
田
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


